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雲驚三紫野窪ま寄手

恭呂≪㊧登記　鬼津。訓で
「きれいなIIiにしよう」と、町内の各小学校で近所の西川、

前IIl、青原lllに推ゴイ一万匹を放流しました。放された稚ゴイ

は、しばらく児童たちの手もとで泳いだあと、IIiの中に姿を消

しました。

みなさんも川を汚さないように気をつけましょう。

＊　8　月　の　税　金　＊

町　県　民　税（第2期）
納　期　　8月16日（土）－9月1日（月）

国民健康保険税（第2期）
納　期　　8月16日（土）～9月1日（月）



第392官　　　　　　　　　　　　　　　公⑩鍔の彿（2）
能面関山lmmm調調軸調i肌剛i酬日間i聞DDI間i州I田川踊ii間iiMiiiIil剛II剛IllimIMIiiII州dmliiiiilIiii刑iPiuⅢiu州inl”I…脚mI剛周囲州id細田i胴囲日間dl剛m洲iummIqIui聞mi洲mdIdimmⅢ（PmIP

圏圏

遠賀町長

柴　田　貫　蔵

●●● � � 

「 �篭蜜まっり �「 
遠賀町夏まつり実行委員会 �－ 

カラオケ大会
盆踊り大会
8月23日（土）

18時から

（雨天の場合は8月24日）

総合運動公園グラウンド

てね！！

水上カーニバル

イカダ競争
8月24日（日）　と　き
受付7時30分～9時

競技9時30分－15時

遠賀川漕艇場特設会場　　ところ

みんなでき

平
素
は
町
政
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
よ
り
建
設
中
で
あ
り
ま
し
た
「
遠
賀

コ
ミ
ュ
一
二
ブ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」
、
「
町
民
の

森
」
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
駅
南
の
遠

賀
総
合
運
動
公
園
は
六
割
程
度
完
成
し
、
本

年
度
は
「
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
」
、
「
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
」
、
「
陶
芸
教
室
揚
」
、
「
駐
車

場
」
を
建
設
し
て
公
園
の
整
備
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
き

ま
し
て
は
、
町
民
の
福
祉
、
文
化
の
向
上
を

計
り
、
豊
か
な
人
間
性
を
高
め
る
生
活
の
場
、

町
民
参
加
の
相
互
協
力
の
場
と
し
て
の
コ
ミ

ニ
一
二
ナ
ィ
ー
づ
く
り
に
、
各
種
の
団
体
が
多

面
に
わ
た
っ
て
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
、
な
お
一
層
、
各
団
体
の
連

綿
の
基
地
と
し
て
、
ま
た
、
連
絡
調
整
の
境

と
し
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ます。ま
た
、
遠
賀
川
漕
艇
場
も
本
年
七
月
末
に

完
成
し
ま
し
た
が
、
宿
泊
施
設
も
設
置
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
水
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ

と
レ
ク
り
ノ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
遠
賀

総
合
運
動
公
園
の
各
施
設
同
様
町
民
の
皆
様

が
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

「
浅
木
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
」

に
お
き
ま
し
て
は
、
県
大
会
を
制
覇
さ
れ
全

国
大
会
に
出
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
心
か

ら
お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
大
会
で
は

大
い
に
活
躍
さ
れ
、
優
勝
を
目
指
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
心
身
共
に
健
康
で
豊
か

な
人
と
な
り
、
少
年
少
女
の
模
範
と
な
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
て
ろ
人
づ
く
り
、
心
に
う

る
お
い
を
も
た
ら
す
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
増
進
し
て
町
民
の
対
話
が
進
む
こ
と
を

期
待
し
、
皆
様
方
の
力
強
い
ご
協
力
と
ご
指

導
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

な
お
、
諸
事
業
の
遂
行
に
つ
き
ま
し
て
は

職
員
一
体
と
な
っ
て
行
政
努
力
を
し
て
ま
い

ろ
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

暑
さ
一
段
と
き
び
し
き
折
、
町
民
の
皆
様

に
は
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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－
　
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
　
ー

い
る
の
で
、
あ
ま
り
飲
ま
せ
ま
せ
ん
。
夏
は

麦
茶
か
リ
ン
ゴ
酢
で
す
こ
し
て
い
ま
す
。
甘

い
お
か
し
を
ダ
ラ
ダ
ラ
与
え
る
の
も
良
く
な

い
よ
う
で
す
。
」
ナ
良
い
歯
の
秘
訣
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
、
第
三
位
（
七
組
）
に
は
別
府
の
城

七
月
二
十
四
日
、
遠
賀
保
健
所
で
遠
賀
・

串
間
地
区
「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
あ
り
、
松
の
本
の
新
井
初
美
さ
ん
と

宴
の
夏
代
ち
ゃ
ん
が
、
出
場
し
た
百
五
十

組
の
母
子
の
中
か
ら
第
二
位
に
選
ば
れ
ま
し

た。

れ
て
い
だ
お
母
さ
ん
達
と
も
話
を
し
て
い
た

の
で
す
か
、
虫
歯
に
な
り
や
す
い
歯
、
つ
ま

り
歯
の
質
に
も
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、
赤
ち
e
ん
の
歯
は
生
れ

た
時
に
は
も
う
で
き
て
い
る
と
い
う
話
も
聞

い
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
子
が
お
な
か
の

戸
明
美
さ
ん
と
宙
ち
¢
ん
、
広
漠
の
福
吉
加

串
に
い
る
と
き
か
ら
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
十
分
　
代
子
さ
ん
と
加
奈
恵
ち
⇔
ん
が
選
ば
れ
蓋
し

補
給
し
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
た
。

ジ
ュ
ー
ス
類
は
砂
糖
が
た
く
さ
ん
入
っ
て

齢
ル
ー
罵
り
一
ノ
レ
り
∴
ソ
プ
ル

一
｝
．
｝
－
ク
点
り
一
ノ
レ
＝
ツ
」
ソ
ユ
〃

遠
賀
川
漕
艇
場
八
月
一
日
オ
ー
プ
ン

県
内
は
も
と
よ
り
、
西
日
本
の
漕
艇
関
係
　
級
）
は
芦
田
だ
け
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
選

者
か
ら
爵
建
設
が
熱
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
　
賀
川
漕
艇
場
は
三
千
メ
ー
ト
ル
（
施
設
は
こ

遠
賀
川
漕
艇
場
が
完
成
し
、
七
月
二
十
目
盛
　
千
メ
ー
ト
ル
）
の
規
模
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
避
賀
・
中
間
地
区

の
三
哉
児
千
七
重
ハ
十
人
と
そ
の
母
親
が
対

象
で
、
こ
の
う
ち
虫
歯
の
少
な
い
母
子
百
五

十
組
が
出
場
し
た
も
の
で
、
歯
医
者
さ
ん
か

ら
歯
並
び
や
む
し
歯
の
教
な
ど
の
検
査
を
受

け
ま
し
た
。

新
井
さ
ん
は
、
「
食
後
の
噛
み
が
さ
は
必

ず
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
会
場
に
来
ら

大
に
落
成
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

現
在
福
岡
県
内
で
競

技
に
使
え
る
漕
艇
場
は

北
九
州
市
の
河
沌
貯
水

池
く
ら
い
で
す
が
、
狭

い
う
え
に
千
メ
ー
ト
ル

が
や
っ
と
で
す
。
九
州

で
公
式
競
技
に
使
わ
れ

る
松
浦
川
（
佐
賀
県
）

や
富
田
浜
（
官
選

で
さ
え
千
メ
ー
ト
ル
で

こ
う
し
た
点
か
ら
遠
賀

川
漕
艇
場
は
全
国
有
数
の

A
級
公
認
コ
ー
ス
と
し
て

国
際
親
善
競
技
や
全
国
大

会
開
催
が
可
能
な
漕
艇
会

場
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お

り
、
昭
和
6
5
年
の
福
岡
国

体
で
も
漕
艇
会
場
と
し
て

す
で
に
決
定
し
て
い
ま

す。
二
千
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー

ス
の
ほ
か
三
十
人
が
宿
泊

す
。
全
国
で
は
埼
玉
県
の
戸
田
、
滋
賀
県
の
　
研
修
で
き
る
本
部
棟
と
、
四
十
二
艇
を
収
容

瀬
田
川
、
神
奈
川
県
の
相
模
湖
の
コ
ー
ス
が
　
す
る
艇
庫
は
邁
宮
に
あ
り
、
八
月
一
日
の
オ

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
二
千
メ
ー
ト
ル
（
A
 
I
プ
ン
と
同
時
に
東
筑
高
校
を
は
じ
め
、
北

一
道
貸
町
武
道
場

関
　
保
全
事
業
の
事
業
認
定

一
申
請
書
を
縦
覧
し
ま
す

一
土
地
収
用
法
竺
十
四
条
第
一
項
の

関
　
規
定
に
よ
り
、
福
岡
県
知
事
か
ら
暴

動
　
認
定
申
請
書
お
よ
び
そ
の
添
付
書
類
の

関
　
写
し
の
送
付
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
同

調
　
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
公
衆

i
　
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

－
　
な
お
、
寧
薬
の
認
定
に
つ
い
て
利
害

一
関
係
毒
肴
す
る
人
は
、
同
法
第
二
十
五

m
条
の
聾
告
よ
り
轡
勉
関
内
に
か
ぎ

…
り
福
岡
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

i
　
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
▽
起
磐
の
名
称
遼
欝

調
　
▽
事
業
の
満
額
遠
賀
町
武
道
場
保
全

「
絹
の
雰
選
雲
吉

i
　
　
　
　
　
　
賀
字
塔
ノ
元

富
弼
遠
欝
義

÷
欝
の
認
諾
年
8
月
5
日

〟
　
　
　
　
　
　
か
ら
昭
和
6
1
年
8
月

i

　

　

　

　

　

1

8

日

ま

で

九
州
の
漕
艇
関
係
者
か
ら
申
し
込
み
や
問
い

合
せ
が
多
数
あ
っ
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
あ
い
に
く
漕
艇
の
チ
ー
ム
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
機
に
み
な
ぎ
ん
も
お

友
達
と
い
っ
し
ょ
に
漕
艇
し
ま
せ
ん
か
。
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「
諷
剣
劇
〕i
L

特
例
永
住
許
可
申
請
は

お
す
み
で
す
か

申
請
期
限
は
6
1
年
1
2
月
3
1
日

終
戦
前
か
ら
引
き
続
き
日
本
に
在
留
し
て

い
る
朝
鮮
半
島
、
台
湾
出
身
の
人
た
ち
と
、

そ
の
直
系
の
子
孫
と
し
て
日
本
で
生
れ
、
引

き
続
き
在
留
し
て
い
る
人
た
ち
は
、
・
整
韓

可
の
申
請
を
す
れ
ば
、
す
べ
て
永
怪
が
許
可

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
手
数
料
は
不
要
で
す
。

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、
最
寄
り
の

入
国
管
璃
話
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送

に
よ
る
申
請
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
岡
入
国
管
潤
罵
、
＄
0
9

2
（
2
8
1
）
7
4
3
1
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。「

新
年
会
標
語
」
を
募
集

▽
標
語
の
内
容
　
「
国
民
年
金
」
か
「
基
礎

年
金
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の

で
未
発
表
の
も
の

▽
蜜
露
　
県
内
在
住
者

▽
応
墓
石
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
一
枚
に
作
品
三

点
以
内
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
話
人
し
て
く
だ
さ
い
。
枚
数

に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
送
り
先
　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
の
7

福
岡
県
民
生
部
国
民
年
金
課

▽
締
切
　
9
月
1
0
日
（
当
日
消
印
覆

▽
表
彰
特
選
一
点
、
適
特
選
　
二
点

佳
作
＋
点
。
入
違
署
に
は
罷

念
晶
が
贈
ら
れ
ま
す
。

福
岡
県
職
員
（
申
、
初
級
）

採
　
用
　
試
　
験

▽
試
験
日
　
的
月
1
9
日
（
日
）

▽
試
験
場
福
堕
巾
、
久
留
米
市
、
飯
援
市

北
九
州
市
。
（
中
級
は
福
岡
市

のみ）

▽
受
付
期
間
9
月
1
日
～
9
月
1
3
日

▽
そ
の
他
詳
細
は
福
岡
時
人
重
曹
套
碧

務
居
住
用
課
　
館
0
9
2
（
6

4
1
）
3
8
8
3
、
福
岡
市
博

多
区
東
公
園
1
番
1
号
ま
で

就
業
希
望
の
婦
人
に

技
術
部
習
会

婦
人
の
就
業
の
促
進
を
図
る
た
め
、
就
業

嘉
望
さ
れ
る
家
庭
の
婦
人
を
対
象
に
、
経

理
軍
務
（
上
級
）
簿
範
二
級
の
膳
官
舎
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
こ
希
望
の
方
は
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
科
目
経
理
事
務
（
上
級
）
簿
範
二
級

▽
定
員
　
5
0
人
、
簿
龍
三
級
有
賢
妹
箸

▽
期
　
間
　
9
月
1
7
日
～
日
月
7
日
ま
で
の

2
1
日
間

〃
0
時
～
1
6
時
（
1
日
5
時
間
）

▽
会
　
場
　
戸
畑
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル

▽
愛
想
料
無
料
（
欝
寅
一
部
自
己
負
担
）

▽
申
込
受
付
　
8
月
材
日
、
2
8
日

▽
申
込
先
、
問
合
せ
先
福
岡
県
婦
人
就
業

援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
書
跡

＄
0
9
4
8
（
2
3
）
4
1
1

1
（
肉
藻
3
5
8
）
ま
で

宅
地
建
物
取
引
主
任
者

資
　
格
　
試
　
験

▽
日
　
時
　
m
月
ュ
9
日
（
日
）

ュ
2
時
0
0
分
か
ら

▽
会
場
九
州
藷
重
夫
学
会
闇
市
）

▽
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
9
月
5
日

▽
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
建

築
璧
諾
詣
導
係
＄
0
9
2

（
6
5
1
）
ュ
l
〃
l
ま
た
は

お
近
く
の
土
歪
番
所
へ

融
資
し
ま
す

災
害
復
興
住
宅
資
金

七
月
十
日
か
ら
の
梅
雨
前
麓
藁
雨
で
住
宅

に
被
害
を
受
け
た
人
に
、
災
害
復
興
住
宅
の

建
馨
金
、
購
入
資
金
、
補
修
資
金
の
融
資

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
な
ど
の
詳
細
は
、
住
宅
金
融
公
庫
福

岡
雪
肌
住
宅
相
談
所
衝
0
9
2
（
1
1

2
）
5
5
5
5
へ
。

融
資
し
ま
す

中
小
企
業
で
働
く
人
に

県
内
の
中
小
企
業
（
従
業
員
三
百
人
以

下
）
労
働
者
に
、
生
霧
資
金
な
ど
の
融
資
保

証
を
し
て
い
ま
す
。

生
活
資
金
や
、
賃
金
遅
弘
で
こ
ま
っ
て
い

る
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
こ
枯
淡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
、
問
い
合
せ
な
ど
の
詳
細
は
、

彊
祉
専
務
所
八
幡
駐
在
所
、
（
6
0

1
）
9
0
5
2
、
ま
た
は
、
お
近
く
の
労
働

金
厚
へ

曾
す
て
だ

萱
の
雷
神

愛
煙
家
の
み
な
さ
ん
、
た
ば
こ
の
温
度
が

お
よ
そ
棚
度
も
あ
る
の
を
こ
存
知
で
す
か

棚
度
と
い
え
ば
、

壱
つ
け
る
の
に
十
分

な
温
度
で
す
。
こ
ん

な
強
い
火
力
を
持
っ

て
い
る
た
ば
こ
を
授

け
捨
て
た
り
、
寝
た

ば
こ
を
す
る
こ
と
が

原
因
で
、
火
災
に
な

る
こ
と
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

紙
く
ず
や
椿
事
に
火

ず
に
完
全
に
消
す
。

▽
灰
皿
は
深
く
大
き
な
も
の
で
、
串
に
水
を

入
れ
て
お
く
。

▽
喫
短
す
る
人
が
い

る
家
庭
で
は
、
み

ん
な
で
注
意
．
長
日

う。と
ろ
ほ
う
は
家
ま

で
持
っ
て
行
き
ま
せ

ん
が
、
火
事
は
全
部

が
な
く
な
り
ま
す
。

蕗
短
家
の
一
人
一
人
が
、
た
ば
こ
の
持
つ

危
険
な
面
を
忘
れ
ず
に
、
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
て
、
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょう。
▽
寝
た
ぽ
こ
は
絶
対
に
や
め
る
。

▽
歩
い
て
る
時
や
、
尊
か
ら
の
た
ば
こ
の
投

げ
ず
て
を
し
な
い
。

▽
ち
ょ
っ
と
の
用
事
で
も
、
ほ
っ
た
ら
か
さ

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

面
内
火
災
・
敵
意
件
数

（
6
月
末
ま
で
）
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囲晴
間

刃
的＠禽）5（

開
会
式
　
8
時
5
0
分
　
　
　
▽
チ
ー
ム
編
成
　
0
0
哉
以
上
（
男
女
を
闘
わ

浄
閥
日
日
で
▽
場
所
縛
㌍
ド
▽
轟
す
彊
邑

第
四
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

粥
講
説
弼
出
場
真
筆

第

四

回

遠

賀

町

民

体

育

大

会

捕
球
補
語
競
搬
一
の
結
果

次
の
日
程
で
、
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
親
授
、
醇
者

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
を
行
な
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
多
数
の
参
加
、
応
援
を
お
願
い

しす。
各
競
技
の
申
込
先

遠
賀
町
体
育
協
会
（
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
内
）
　
盛
（
2
9
3
）
5
4
3
4

面
壁

▽
日
　
時
　
8
月
3
1
日
（
日
）

開
会
式
　
8
時
0
0
分

競
技
開
始
　
9
時

▽
場
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

遼
賀
南
中
学
疫
体
育
館

▽
チ
ー
ム
編
成
　
的
霞
以
上
の
璧

▽
競
技
方
法
　
予
選
リ
ー
グ

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▽
申
込
締
切
　
8
月
1
8
日
（
月
）

卓
球
（
個
人
）
競
技

七
月
六
日
、
広
漠
小
学
校
体
苔
館
を
会
場

に
、
卓
球
（
個
人
）
競
技
大
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

汗
び
っ
し
ょ
り
の
鯖
栗
は
次
の
と
お
り
で

C
男
子
1
0
0
m
　
　
田
中
健
治

C
女
子
恥
m
　
　
安
部
千
鶴

す
。
（
優
勝
者
の
み
）

二
般
男
子
　
芦
田
昭
夫

二
般
安
子
　
岩
本
ナ
セ

。
初
心
者
男
子
小
野
健
一

・
初
心
者
女
子
舛
添
雅
子

e
小
学
生
女
子
　
小
森
奈
美

o
ダ
ブ
ル
ス
轟
弼

3
6
歳
－
伽
歳
5
0
m

5
1
歳
～
5
5
歳
5
0
m

背
　
泳

B
男
子
5
0
鯛

R
女
子
5
0
m

C
男
子
5
0
加

C
女
子
5
0
m

D
男
子
1
0
0
m

D
女
子
M
m

平
　
泳

B
男
子
5
0
m

B
女
子
5
0
m

C
男
子
5
0
m

C
男
子
5
0
n

C
女
子
5
0
m

5
1
歳
～
5
5
哉
5
0
m

バ
タ
フ
ラ
イ

B
女
子
5
0
n

C
男
子
5
0
m

D
男
子
5
0
m

5
1
践
～
5
5
戴
5
0
m

近
松
碁
舌

山
浦
　
忍

▽
日
　
時
　
9
月
1
4
日
（
白
）

開
会
式
　
1
時
的
分

蟻
技
開
始
　
8
時

▽
チ
ー
ム
編
成
《
0
0
歳
以
上
の
男
子
9
人
（

内
3
5
歳
以
上
男
子
3
人
）
左
肩

に
赤
布
を
つ
け
る
こ
と
。

▽
申
込
締
切
　
9
月
1
日
（
月
）

高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

▽
日
　
時
　
9
月
1
日
（
日
）

水
　
泳
　
競
　
技

梅
雨
の
晴
れ
間
と
な
っ
た
七
月
十
三
日
、

遠
智
話
中
学
響
ノ
ー
ル
で
は
、
町
民
体
育
大

会
の
水
泳
韓
技
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

水
し
ぶ
き
と
声
援
の
鰭
栗
は
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。
念
擬
音
の
み
）

自
由
形

B
男
子
5
0
m
　
　
永
楽
秀
勝
　
広
∴
漉

B
女
子
5
0
n
　
　
石
松
純
子
　
尾
崎
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牛木雪誘岩怒ぞ曲醒醗園顔閲藷饗闇陸曹坐　＿　幸司小木橋を西から束に渡ると、正面に
高くそびえる森がある。鋤高城のあったところで、遠賀、鞍手で雷古い城といわれている。

曲りくねった山裾の道を、人家にそ
ってゆくと、不動さまで知られた不動院の下に出る。木々の問を登り、数段の有段者のはると、不動尊を肥った南薬師の堂が、前かなたたずまいの串にある。

木像の査閲明王は、お堂表のコンク
リートの収蔵庫の串にあった。ひどく

西
川
を
遡
る
（
刑
）

続
遠
賀
町
文
蛍
丁
散
歩

傷
ん
で
、
お
顔
も
よ
く
見
え
な
い
。
右
左
に

二
重
子
の
従
者
を
し
た
が
え
た
三
体
の
木
像

を
見
て
い
る
と
、
こ
れ
を
創
っ
た
頃
の
こ
と

が
思
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
室
内
は
一
定
の
湿
度
が

保
た
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
時
々
、
外
気

が
肌
を
か
す
め
る
た
び
に
、
空
気
の
美
し
き

を
感
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

思
い
出
し
た
よ
う
に
理
が
鳴
き
、
あ
た
り

に
夏
が
来
た
こ
と
を
覚
え
る
思
い
だ
。
そ
の

た
び
に
ゆ
れ
る
樹
々
の
音
と
、
音
楽
の
そ
よ

先
あ
が
り
に
の
ぼ
る
。

左
手
は
展
望
も
よ
く
、
遠
く
は
福
智
山
や

尺
岳
方
面
も
見
え
、
木
尾
瀬
、
葉
な
ど
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
あ
た
り
、
足
も
と
に
は
、

高
速
渚
露
の
一
角
が
見
え
る
。

鋤
岳
山
頂
は
、
か
な
り
の
広
さ
の
平
坦
な

土
地
が
あ
り
、
英
に
「
釦
岳
史
喧
し
の
石

の
大
き
な
碑
が
、
あ
た
り
を
お
さ
え
る
よ
う

に
建
っ
て
い
る
。

築
城
は
応
仁
年
間
で
、
九
州
戦
国
時
代
に

は
よ
く
知
ら
れ
た
お
城
で
、
秀
吉
の
九
州
征

伐
の
時
が
終
局
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
社
節

に
は
文
禄
四
年
（
三
九
五
年
）
と
範
さ
れ

て
い
る
。

釦
岳
の
丘
に
立
っ
て
い
る
と
、
南
か
ら
吹

時
代
に
お
く
れ
な
い
知
識
、
技
術
、
教
養

趣
味
を
身
に
つ
け
、
値
頃
ノ
く
り
と
地
域
社

会
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

諸
大
学
（
高
齢
者
学
級
）
で
は
受
講
者
を

募
っ
て
い
ま
す
。
お
誘
い
合
せ
の
う
え
、
多

数
の
ご
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

▽
期
間
　
6
1
年
9
月
4
日
～

6
2
年
2
月
ュ
9
日

▽
内
容
二
股
教
養
コ
ー
ス

1
0
時
－
ュ
2
時

o
選
択
コ
ー
ス
（
書
道
、
聾
で

歌
謡
曲
）

引
退
す
る
の
は
ま
だ
早
い

－
寿
大
学
で
、
も
う
一
度
青
春
－ュ

3
時
～
ュ
5
時

▽
対
∴
象
遠
賀
町
在
住
の
0
0
壊
以
上
の
人

（
定
員
約
恥
入
）

▽
申
込
方
法
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
を
通
じ

て
申
込
書
を
配
付
し
ま
す
。
個

人
で
種
族
申
し
込
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

▽
申
込
締
切
8
月
2
5
日

▽
申
込
先
と
詳
細
馨
曇
白
雲
社
会
教
育

課
、
衝
（
2
9
3
）
1
3
5
5

まで。

ぐ
ひ
び
さ
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

不
動
尊
の
お
堂
を

出
て
、
明
る
い
山
道

を
登
る
こ
と
約
十
分

く
ら
い
、
杉
木
立
の

側
に
「
熊
野
神
社
跡
」

の
新
し
い
標
柱
が
眼

に
つ
く
。

熊
野
信
仰
の
盛
ん

だ
っ
た
頃
の
こ
と
を

思
い
、
一
度
は
来
て

見
た
い
と
患
っ
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

南
風
に
立
ち
向
っ
た

武
将
の
姿
を
思
っ
た

り
し
た
。
侍
の
串
に

は
年
老
い
た
人
も
い

た
ろ
う
し
、
ま
た
若

い
、
初
々
し
い
人
も

い
た
の
だ
ろ
う
、
な

ど
、
こ
の
爽
や
か
な

風
の
中
に
立
っ
て
思

い
は
果
な
い
も
の
が

ある．
帰
路
は
入
鋤
神
社
を

出
鎮
一
本
因
坊
　
武
官
　
正
樹

自
失
無
死
・
七
手
ま
で轟

出
田
　
八
段
　
北
村
∴
9
第

●
ヒ
ン
ト
…
玉
は
l
筋
で
詰
み
ま
す
。

1
0
分
で
2
級
、
4
分
で
初
段
。縛

胸
　
痛
機

－
一
三
　
四
∴
五
　
六
　
七
　
八
　
九

弼
網
（
日
暮
i
札
段
を
宮
詣
し
て
愈
一
風
一

桜
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て
、
段
々
登
り

に
道
が
つ
つ
く
。
そ
の
ゆ
る
や
か
な
坂
を
爪

通
っ
て
一
気
に
下
り
、
遠
賀
川
駅
行
き
の
パ

ス
を
拾
う
。
　
　
　
曾
山
花
組
巷

○
逆

巻
エ
主
著
L
⊥
調

、
了
五
㌦
〓
イ
2
日

、
雲
う
丁
り
ん
∵
曾
王

寺
′
S
Z
苗
○
締

ま
諸
士
享
の
l
目

へ
鱒
聾
嚢
鞠
）
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鰹
願
望
衛
唖
の
ペ
∴
U
ジ

▽
期
　
日
　
8
月
鮪
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
2
0
分
～
1
5
時
5
0
分

▽
場
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
持
参
晶
印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
茸

▽
内
容
読
売
の
扱
い
方

入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

▽
料
　
金
　
無
料

若
い
者
に
は
負
け
ら
れ
な
い

中
高
年
者
の
健
廉
体
操
教
室
開
催

日
頃
体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の

少
な
い
あ
な
た
。
始
め
で
も
い
つ
も
三
日
坊

主
に
終
る
あ
な
た
の
た
め
に
、
璧
琵
操
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
教
室
で
は

○
体
力
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

○
自
分
の
体
力
に
合
っ
た
佳
良
づ
く
り
の
方

法
を
身
に
つ
け
ま
す
。

○
自
分
の
健
康
体
力
を
簿
持
す
至
〔
法
を
身

に
つ
け
ま
す
。

〇
三
日
坊
主
に
な
ら
な
い
よ
う
な
一
月
法
も
マ

ス
タ
ー
し
ま
す
。

今
号
は
応
募
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

希
薯
は
、
ハ
ガ
牛
に
住
所
、
父
母

の
氏
名
、
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
（
読
み
が

な
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
）
と
生
年
月
日
、

続
柄
、
愚
母
を
範
人
の
上
、
遠
賀

町
役
場
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
係
」
ま
で

お
出
し
く
だ
さ
い
。

対
象
は
一
歳
未
満
の
赤
ち
○
ん
で
す
。

写
真
は
係
が
撮
影
に
伺
う
か
、
手
持

ち
の
お
す
ず
め
写
真
が
あ
れ
ば
そ
れ
を

使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
写
真
が

あ
る
袈
口
は
ハ
ガ
辛
に
そ
の
旨
両
人
し

て
く
だ
さ
い
。

何
を
す
る
に
も
ま
ず
健
康
で
す
。
多
数
の

方
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

▽
粕
　
聞
　
9
月
2
日
、
9
日
、
1
6
日
、

50日

ュ
0
月
7
日
、
1
4
日
、
2
1
日
、

約
日

n
月
4
日
、
Ⅱ
日

（
毎
週
火
筒
日
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
宣
2
時

▽
会
場
動
誓
唇
音
セ
ン
タ
ー

▽
対
　
象
百
・
高
年
者
（
男
女
は
問
い
ま

せん）

▽
指
導
∴
芦
屋
町
雲
霞
育
指
導
員

守
田
光
子
先
生

▽
そ
の
他
連
動
の
で
き
る
服
装
∴
シ
ュ
ー

ズ
（
上
は
き
）
、
タ
オ
ル
を
持

参
の
こ
と

▽
申
込
先
と
締
切
遠
賀
町
教
墓
菖
套
体

育
係
（
英
公
民
館
内
）
に
、

8
月
訪
日
ま
で
に
申
込
み
く
だ

総
合
検
診
が
ス
タ
ー
ト

広
報
七
月
二
十
五
日
号
（
期
号
）
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
し
た
総
合
検
診
が
、
八
月
十

九
日
の
島
津
公
民
館
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
自
分
の
軸
区
は
い
つ
検
診
が
あ
る

の
か
よ
く
確
か
め
て
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
自
分
の
地
区

で
受
診
で
き
な
い
人
は
、
他
地
区
の
受
診
日

に
受
診
し
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
身
体
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。



棚の遠縁調整廼締郵裳下

日 �○ �行　事　　内　容 ��時　　間 �実施会場 � �担当係名 �対象や終了閥などl詳細 畦謹診の受付は匿竺 

19 �火 �総　　合　　検　　診 �� �島津公民館 � �保健衛生係 
民生児童委員会 �� �役　場 第2会議室 � �福　祉　係 �魁児童委員　【 

家庭教育学級⑧ �� �中央公民館 � �社会教育係 �i竺竺竺＿J L上空艶l 

ち　ぎ　り　絵教室③ �� �中央公民館 ��社会教育係 

20 �水 �総　　合　　検　　診 �� �若松公民館 � �保健衛生係 �陶ガン検診の受付は 11時まで �7月25日 2ページ 

手書き友禅教室④ �� �中央公民館 ��社会教育係 �手疎さ友禅教室生 � 

21 �木 �総　　合　　検　　診 �� �老良公民館 � �保健衛生係 �匡謹診の効÷＿＿上空号 席亭が無料で相談に当 

22 �金 �心∴配∴ご　と　相　談 �� �公民館別館 � �社会福祉 協議会 

23 �土 �夏 ま つ り �カラオケ大会 盆織り大会 � �組　合 運動公園 グラウンド ��塵取商工係 �たくさんご来場ください �2ページ 

24 �日 ��水上カーニバル イカダ戴争 � �遠賀IiI 病∴田∴場 総協会場 � �社会教育係 �撃擬毒甲ア部門十ジ 

26 �火 �総　　合　　検　　診 �� �鬼津公民館 ��保健衛生係 �宵ガン検診の受付は 11時まで �7月25日号 2ページ 

母と子の料理教室 ��10：00－ �中央公民餌 ��保健衛生係 �繋者鑑識会会員l 

27 �水 �総　　合　　検　　診 �� �遠賀中学校 体育館 ��保健衛生係 �宙ガン検診の受付は 11時まで �犀星号 

28 �木 �総　　合　　検　　診 �� �尾崎公民館 � �保健衛生係 �胃ガン検診の受付は 11時まで �7月25日ロ 2ページ 
遠賀中間地区 老人大学請∴座 �� �中央公民館 � �社会教育係 �老人大学生 午後：選択コース � 

31 �日 �家　　庭　　婦　　人 �� �体育センター 遠賀南中 ��社会体育係 �30戴以上の既婚女性 � 

第三土曜日も休業
一金融機関の休業日－

広細を
さかしています

お
盆
休
み

お
盆
の
た
め
、
次
の
施
設
は

休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
央
公
民
館

公
民
館
別
館

第
一
武
道
場

第
二
武
道
場

老
人
憩
の
家

八
月
十
三
日

十
四
日

十
五
日

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

八
月
十
四
日
・
十
五
日

全
国
の
金
融
機
関
は
、

今
年
八
月
か
ら
全
国
一

斉
に
、
従
来
の
毎
月
第

二
土
曜
日
に
加
え
、
第

三
土
曜
日
も
休
業
と
な

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
役
場
内

の
金
融
機
関
も
休
業
と

な
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
の
納
税

な
ど
に
つ
い
て
は
、
役

場
収
入
役
室
で
町
職
員

が
受
領
い
た
し
ま
す
が
、

公
金
の
払
い
出
し
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
併
せ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
報
「
お
ん
が
」
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
さ
が
し
て
い
ま
す
。
次

の
号
を
お
持
ち
の
方
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
役
場
広
報
係
ま
で
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

第
1
号
～
2
5
号
、
2
7
号
、
2
9
号
、

3
1
号
、
3
4
号
、
3
5
号
、
3
8
号
、
5
0

号
。
（
1
7
1
号
は
、
堂
塔
寺
の
川
錨

さ
ん
が
お
持
ち
で
し
た
。
）


